
（別紙様式４）

〒
（住所）
（電話）

〒
（住所）
（電話）

昼夜

3,210 単位時間 1,215 単位時間 585 単位時間 1,500 単位時間 0 単位時間 0 単位時間

年 単位 単位 単位 単位 単位 単位

160 人 137 人 人 0 %

人
人
人
人
％

■就職者に占める地元就職者の割合 (F/E)
％

■卒業者に占める就職者の割合 (E/C)
％
人

（令和 4

受審年月：

（Ａ：単位時間による算定）

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

（Ｂ：単位数による算定）

単位

単位

単位

単位

単位

単位

単位

人

人

人

人

人

人

人

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価： 有
※有の場合、例えば以下について任意記載

評価団体：
非特定営利活動法人　私立
専門学校等評価研究機構

平成30年3月
評価結果を掲載した
ホームページＵＲＬ https://www.ocmw.ac.jp

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数）

教員の属性（専任
教員について記

入）

 ① 専修学校の専門課程を修了した後、学校等におい
てその担当する教育等に従事した者であって、当該専
門課程の修業年限と当該業務に従事した期間とを通算
して六年以上となる者

（専修学校設置基準第41条第1項第1号） 1

 ② 学士の学位を有する者等 （専修学校設置基準第41条第1項第2号） 3

 ③ 高等学校教諭等経験者 （専修学校設置基準第41条第1項第3号） 0

 計 6

上記①～⑤のうち、実務家教員（分野におけるおおむね５年以上の実務の経験を有し、かつ、高度
の実務の能力を有する者を想定）の数

6

 ④ 修士の学位又は専門職学位 （専修学校設置基準第41条第1項第4号） 2

 ⑤ その他 （専修学校設置基準第41条第1項第5号） 0

うち企業等と連携した演習の授業時数

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数 0

総授業時数

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数

0

うち必修授業時数 3,210

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数 1,320

社会医療法人　弘道会　守口生野記念病院　、医療法人　えいしん会  岸和田リハビリテーション病院、医療法人　幸生会　琵琶湖中央リハビリテーション
病院、医療法人　協和会　千里中央病院、公益財団法人　唐澤記念会　大阪脳神経外科病院、医療法人　興世会　介護老人保健施設　石きり　ほか

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数） 0

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数

当該学科の
ホームページ

URL
https://www.ocmw.ac.jp

88
■進学者数 0
■その他

うち企業等と連携した演習の授業時数

うち必修授業時数

企業等と連携した
実習等の実施状況
（Ａ、Ｂいずれか

に記入）

総授業時数 3,300

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数 1,320

4 夜間
※単位時間、単位いずれ
かに記入

生徒総定員 生徒実員(A) 留学生数（生徒実員の内数）(B) 留学生割合(B/A)

0

（令和４年度卒業生）

30
■地元就職者数 (F) 19
■就職率 (E/D)　　　　　　　　　　： 91

63

就職等の状況

■卒業者数 (C)　　　　　　　　： 34
■就職希望者数 (D)　　　　　： 33
■就職者数 (E)　　　　　　　　：

年度卒業者に関する令和5年５月１日時点の情報）

■主な就職先、業界等

学科の目的
対象者の生活行為を向上させる作業療法士の養成において、学生時代から他職種連携の必要性を実感し、肌身で感じる教育の実践には当事者や臨床現場で働く専
門職との連携が必修である。本学科では、学内授業･学外実習において、その連携を強化し、更に内容の濃いものを構築し、即戦力となる作業療法士の養成に努めて
いくものである。

学科の特徴（取得
可能な資格、中退

率　等）

作業療法士国家試験受験資格　　2022年度 中退率：8.0%
作業療法士＋αの学びとして、防災コーディネーターコースを展開している。コース活動を通じ災害支援と災害時の心理支援についての学び、防災介助士、サービス
介助士の資格取得を目指す。

修業年限
全課程の修了に必要な総授業時数又は総

単位数
講義 演習 実習 実験 実技

医療 医療専門課程 作業療法士学科（夜間部） 平成17(2005)年度 - 平成26(2014)年度

分野 認定課程名 認定学科名 専門士認定年度 高度専門士認定年度 職業実践専門課程認定年度

令和5年9月15日

532-0003

06-6393-2288
設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人大阪医滋慶学園 昭和62年3月31日
理事長

浮舟　邦彦
大阪市淀川区宮原1-2-43
532-0003

06-6150-1301

大阪医療福祉
専門学校

平成13年9月20日 橋本　勝信 大阪市淀川区宮原1-2-14

職業実践専門課程等の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地



種別

―

―

―

―

―

―

―

―

―

①

③

③

（年間の開催数及び開催時期）

令和4年4月1日～令和
6年3月31日（2年）

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。
学生の低学力化、及び十分な学習支援が不足しているため、国家試験合格率100％にすることが難しい状況にある。
対策として、1年次より科目試験に加え、学期ごとのまとめ試験を実施することで学業定着化に繋げる。また、学期毎まとめ試験を定着化、分析し学
生状況を早期に把握、共有し学生支援に繋げることとする。

中道　真樹 大阪医療福祉専門学校（事務局次長）
令和4年4月1日～令和

6年3月31日（2年）

令和5年6月1日現在

林　亜遊 大阪医療福祉専門学校（教務課長）
令和4年4月1日～令和

6年3月31日（2年）

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年4回（5月、6月、1月×2）

（開催日時（実績））
第１回　令和４年　５月２６日　　19：00～20：30　　(小委員会）
第２回　令和４年　６月１８日　15：00～16：30（全体会）
第３回　令和５年　１月１０日　　19：00～20：30　　(小委員会）

林　辰博 大阪医療福祉専門学校（副学科長） 令和4年4月1日～令和
6年3月31日（2年）

名　前 所　　　属 任期

橋本　勝信 大阪医療福祉専門学校（学校長） 令和4年4月1日～令和
6年3月31日（2年）

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針
「教育課程の編成｣において、企業・業界団体等の意見を活かし、必要となる知識、技術を反映するための連携体制等につ
いて定めた教育課程編成委員会規程に明記されている。また、学校運営においては教務組織規則において、委員会での
審議を通じて示された企業等の要請その他の情報、意見を充分に生かし、実践的かつ専門的な職業教育を実施するにふ
さわしい教育課程の編成に努めることが明記されている。
企業との連携について、学科の養成目的（即戦力の人材養成）実現に向け教職員、講師との密な連携を担任が中心となっ
て行う。また卒業生による特別講義を実施し、学校の授業と現場との関連性を教義いただき、業界との連携を学ぶ。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

委員会の委員長は学校長とする。業界の求める人材像に近づけるために必要なカリキュラム内容を審議することが目的で
あり、まずは学科ごとに念入りに委員会で議論する。他職種連携が必須の時代背景を鑑み、その意見を他学科の教育課
程編成委員で共有し他職種からの意見も反映した教育課程の策定を行うこととする。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

平木　たい子 大阪医療福祉専門学校（教務部長）
令和4年4月1日～令和

6年3月31日（2年）

関本　充史
大阪府作業療法士会　会長
かなえるリンク　代表取締役

令和4年4月1日～令和
6年3月31日（2年）

永吉　啓吾 大阪医療福祉専門学校（教務課長）
令和4年4月1日～令和

6年3月31日（2年）

鎌田　荘平 大阪医療福祉専門学校（学科長） 令和4年4月1日～令和
6年3月31日（2年）

本岡　健太郎 大阪医療福祉専門学校（副学科長） 令和4年4月1日～令和
6年3月31日（2年）

加藤　祐一 結ノ歩訪問看護ステーション

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

田中　研二 大阪医療福祉専門学校（事務副部長）
令和4年4月1日～令和

6年3月31日（2年）

第４回　令和５年　１月２８日　15：00～16：30（全体会）

上田　博文 牧リハビリテーション病院
令和4年4月1日～令和
6年3月31日（2年）



２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

・ 事前連絡による実習概要（目的・評価方法）の説明
・ 学生からの実習一か月前・直前の電話連絡による、実習概要（集合場所・時間・事前準備など）の説明
・ 適宜、電話による状況確認
・ 見学・模倣・実施の流れで利用者・患者さんに対して面接の実施
・ 作業療法場面、その他関連部署の見学

作業療法評価学実習
Ⅰ
Evaluation Studies

作業療法評価の基本的概念の理解及び主に関節可動域測定・徒手
筋力検査を解剖生理学の知識と結びつけ理解を深める。

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

京都回生病院

地域実習
Regional training

実際の現場において地域医療における作業療法士に求められる役割
や地域包括ケアシステムについて学ぶ。

河西田村病院、守口老人保健施設ラガー
ル、鶴見緑地病院、介護老人保健施設
若山荘、牧病院：23施設

総合臨床実習
Integrated Bed Side
Learning

実際の現場にて指導者の指導の下、症例を担当し、評価・治療実施を
行い、作業療法を総合的かつ実践的に学ぶ。

姫路北病院、むかいじま病院、シミズ病
院、水無瀬病院、宝塚三田病院：50施設

実習指導者の下で作業療法場面を見学し、対人援助職としての基礎
能力及び作業療法の基礎的知識・技術・態度について学ぶ。

あびこ病院、三田温泉シルバーステイ、恵
生会病院、光愛病院、南堺病院：29施設

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
学生の実践力養成、及び学生の意欲向上のため、現在臨床現場で活躍中の専門職の方々に臨床現場において作業療法実践を見学・模倣・実施
の流れを通じ学生へ経験させる
対象者との関りを基にした学生の体験的な学習によって、評価や治療、介助方法に関しての技術を学ぶ。
学内で学んだ知識について実践を通じ理解を深める。
対象者、指導者との関りを通じコミュニケーション・社会的技能などの社会人に必要な態度・情意について学ぶ

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

実際の現場にて指導者の指導の下、症例を担当し、評価計画の立
案、評価の実施を行い、治療計画立案までを行う。

千里中央病院、介護老人保健施設　豊岡
シルバーステイ、八幡中央病院、介護老
人保健施設　野洲すみれ苑、恒生病院：
31施設

見学実習
Educational Visit

評価実習
Evaluation training



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

②指導力の修得・向上のための研修等

講義、グループワーク

重点MTDLP委員会  教員と実習指導者のためのMTDLP
教育法

連携企業等： 一般社団法人日本作業療法士協会

.2023年11月19日 対象： 作業療法士

講義・演習

FDSD研修 連携企業等： 大阪医療福祉専門学校

2023年8月18日、12月6日、2024年3月21日 対象： 専任教員

講義、グループワーク

2022年12月10日～2022年12月11日 対象： 作業療法士

各種シンポジウム、教育公演、口述、ポスター

②指導力の修得・向上のための研修等

講習、グループワーク

臨床実習指導者講習会 連携企業等： 厚生労働省

2022年11月26日～2022年11月27日 対象： 臨床実習指導者

講習、グループワーク

FDSD研修 連携企業等： 大阪医療福祉専門学校

2022年8月12日、12月2日、2023年3月15日

各種シンポジウム、教育公演、口述、ポスター

第 36 回大阪府作業療法学会 連携企業等： 一般社団法人大阪府作業療法士会

臨床実習指導者講習会 連携企業等： 厚生労働省

2022年5月7日～2022年5月8日 対象： 臨床実習指導者

対象： 専任教員

講義、グループワーク

第57回日本作業療法学会 連携企業等： 一般社団法人日本作業療法士協会

2023月11月10日～2023年11月12日 対象： 作業療法士

①専攻分野における実務に関する研修等
（３）研修等の計画

2023年度MTDLP推進協力校連絡会 連携企業等： 一般社団法人日本作業療法士協会

2023年6月7日、9月6日、12月6日、3月6日 対象： 作業療法士

各種シンポジウム、教育公演、口述、ポスター

第37回大阪府作業療法学会 連携企業等： 一般社団法人大阪府作業療法士会

2023年12月10日 対象： 作業療法士

各種シンポジウム、教育公演、口述、ポスター

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

第56回日本作業療法学会 連携企業等： 一般社団法人日本作業療法士協会

2022年9月16日～2022年9月18日 対象： 作業療法士

①専攻分野における実務に関する研修等
（２）研修等の実績

就業規則第７章教育訓練の第７２条の研修教育に基づき学園は、教職員の能力の開発・育成のために研修教育を計画的
に実施しなければならない。医療業界は急速に発展しているため専任教員も適時外部の情報、技術を学んでいかなければ
ならない。そのためにも研修会等に定期的に参加させている。

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記



種別

職能団体

職能団体

企業等

高等学校

卒業生

保護者

近隣関係
者

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： http://www.ocmw.ac.jp
公表時期： 令和5年8月31日

田中　幸恵
法務省淀川地区保護司会保護司
近隣関係者代表

令和4年4月1日～令和
6年3月31日（2年）

関本　充史
大阪府作業療法士会、日本作業療法士協会
株式会社かなえるリンク　取締役

令和4年4月1日～令和
6年3月31日（2年）

西　基之 日本医療秘書学会　関西ブロック幹事長
令和5年4月1日～令和

6年3月31日（1年）

大阪府眼科医会　湖崎眼科院長 令和4年4月1日～令和
6年3月31日（2年）

髙木　枝美子 大阪府立茨木西高等学校学校長
令和4年4月1日～令和

6年3月31日（2年）

段上　靖治
医療法人芙蓉会　南草津病院理学療法士
リハビリテーション部課長
大阪医療福祉専門学校同窓会会長

令和4年4月1日～令和
6年3月31日（2年）

　伊藤 紀美代 保護者代表
令和4年4月1日～令和

6年3月31日（2年）

湖崎　淳

（６）教育環境
施設・設備の整備、学外実習・インターンシップ・海外研修体制、防災
体制

（７）学生の受入れ募集
アドミッションポリシーの適正性、教育成果のリレーション、入学選考基
準の適正性、学納金の適正性

（８）財務
中長期的な財務基盤、予算・収支計画の妥当性、会計監査の適正、
財務情報公開の体制

（３）教育活動
業界ニーズの把握、ディプロマポリシーを実現しうるカリキュラムポリ
シー、科目配置、キャリア教育、授業評価、教育確保、成績評価基準、
資格取得の指導体制

（４）学修成果 就職率、資格取得率、退学率、卒業生・在校生の活躍評価

（５）学生支援
就職支援体制、学生相談体制、学生への経済的支援体制、学生の健
康管理体制、課外活動支援体制、学生寮・生活環境支援、保護者連
携、卒業生支援

（１）教育理念・目標 理念・目的・育成人材像、学校の特色、学校の将来構想

（２）学校運営
運営方針、事業計画、運営組織の意思決定機能、人事や賃金の制
度、意思決定システムの確立、情報システム効率

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針
教育・運営活動等の状況について、各校が自ら行う点検及び評価（自己点検・評価）を実施し、教育・運営水準の一層の向
上を図り、学校運営の活性化に寄与する。また、評価委員会は、自己点検・評価結果の客観性・透明性を高め、学校の利
害関係者の理解促進や連携協力により学校運営の改善を図ることを基本方針とする。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

（３）学校関係者評価結果の活用状況
学校関係者評価結果およびコメントを教職員にも情報共有している。また評価において実施できていない項目については、
改善の対象としている。カリキュラムマップについては、今まで公開に至っていなかったが、学生便覧に掲載し、教育課程編
成委員会等でも取り上げ議論しており、学校運営の改善に直接繋がっている。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿
名　前 所　　　属 任期

（９）法令等の遵守
法令・設置基準等の遵守と適正な運営、個人情報保護対策、自己点
検・自己評価の実施と改善、自己点検・自己評価の公開

（１０）社会貢献・地域貢献 教育資源や施設を活用した貢献、学生ボランティア活動支援

（１１）国際交流 グローバル人材の育成に向けた国際交流

※（１０）及び（１１）については任意記載。

http://www.ocmw.ac.jp/
http://www.ocmw.ac.jp/
http://www.ocmw.ac.jp/
http://www.ocmw.ac.jp/
http://www.ocmw.ac.jp/
http://www.ocmw.ac.jp/
http://www.ocmw.ac.jp/
http://www.ocmw.ac.jp/
http://www.ocmw.ac.jp/


（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））

（５）様々な教育活動・教育環境
教育システム、設備紹介、特別講義・各種セミナー・就職指導、ボラン
ティア活動

（６）学生の生活支援 学生マンションについて、滋慶トータルサポートセンター

（７）学生納付金・修学支援 奨学金制度・教育ローン、学費一覧

（２）各学科等の教育
教育システムと教育スケジュール、学外実習マニュアル、学年暦、教
科目標、教科課程

（３）教職員 専任教員数報告、平成29～令和4年度学術活動実績報告書

（４）キャリア教育・実践的職業教育
管理者セミナー一覧表、新入職者教育プログラム、大阪医療福祉同窓
会

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
学校が保有する情報の公開及び開示に関し必要な事項を定め、当該情報を積極的に公開することにより、教育活動や取り
組みについて、公正で透明性の高い運営を推進し、教育活動の改善や業界全体からの信頼の獲得に資することを基本方
針とする。
（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

URL： http://www.ocmw.ac.jp
公表時期： 令和5年8月31日

（１１）その他
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

（８）学校の財務 大阪滋慶学園のホームページ

（９）学校評価
自己点検自己評価報告書、令和3年度重点目標・達成計画、学校関係
者評価報告書、学校関係者評価委員会議事録、第三者評価、リハビリ
テーション教育評価

（１０）国際連携の状況 海外研修、海外研修実績、中国合併学科

ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画 学校の沿革と教育目標

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に
関する情報を提供していること。」関係

http://www.ocmw.ac.jp/
http://www.ocmw.ac.jp/
http://www.ocmw.ac.jp/
http://www.ocmw.ac.jp/
http://www.ocmw.ac.jp/
http://www.ocmw.ac.jp/
http://www.ocmw.ac.jp/
http://www.ocmw.ac.jp/
http://www.ocmw.ac.jp/
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1 〇

コミュニケーショ
ン論

Communication
theory

患者・利用者等との良好な人間関係の構築のために作業
療法士として必要な人間関係のあり方について学ぶ。

1

年

前

15 (1) 〇 〇 〇

2 〇
情報処理Ⅰ
information
processing Ⅰ

作業療法士として必要なコンピュータの基本操作、Word
操作法の基礎を学ぶ。

1

年

前

30 (2) 〇 △ 〇 〇

3 〇
情報処理Ⅱ
information
processing Ⅱ

作業療法士として必要なExcel、PowerPointの基本的操作
法を学び、作業療法実践に役立てる。

1

年

後

30 (2) 〇 △ 〇 〇

4 〇
倫理学
Ethics

医療を中心とする道徳的判断の対象、義務についての意
思の自由と責任について、生命倫理を中心に学ぶ。

1

年

後

15 (1) 〇 △ 〇 〇

5 〇
文章表現
Writing

作業療法士として必要となるレポート作成に関わる論理
的思考力を高めるとともに基本的な文章表現能力を学
ぶ。

1

年

後

30 (2) 〇 △ 〇 〇

6 〇
キャリア教育

Career
education

他職種との演習・先輩からの話をもとに職業理解・意識
を高め、作業療法士としての在りかたについて学ぶ。

1

年

後

15 (1) △ 〇 〇 〇

7 〇
心理学

Psychology

自己や他者の心の世界を知り、自己分析や自己の治療的
利用、患者とのより良い人間関係構築のための手法を理
解する。

2

年

前

30 (2) 〇 △ 〇 〇

8 〇

ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ概論
Compendium of
Therapeutic
Recreation

作業療法士に必要な集団療法としてのレクリエーション
の基本概念を学ぶ。

2

年

前

30 (2) △ 〇 〇 〇

9 〇
国際教育学

International
Education

作業療法士に必要な解剖学・運動学、リハビリテーショ
ンに関連する英単語、略語、英文解釈について学ぶ。

2

年

後

15 (1) 〇 〇 〇

10 〇
解剖生理学Ⅰ
Dissection
PhysiologyⅠ

人体の解剖・生理学的理解を基に、主として骨解剖につ
いて学ぶ。

1

年

前

30 (2) 〇 〇 〇

11 〇
解剖生理学Ⅱ
Dissection
PhysiologyⅡ

人体の解剖・生理学的理解を基に、主として筋解剖つい
て学ぶ。

1

年

前

30 (2) 〇 〇 〇

12 〇
解剖生理学Ⅲ
Dissection
PhysiologyⅢ

人体の解剖・生理学的理解を基に、主として神経細胞、
筋生理ついて学ぶ。

1

年

前

30 (2) 〇 〇 〇

13 〇
解剖生理学Ⅳ
Dissection
PhysiologyⅣ

人体の解剖・生理学的理解を基に、感覚器、内分泌生理
について学ぶ。

1

年

前

30 (2) 〇 〇 〇

14 〇
解剖生理学Ⅴ
Dissection
PhysiologyⅤ

人体の解剖・生理学的理解を基に、主として内蔵器解剖
ついて学ぶ。

1

年

後

30 (2) 〇 〇 〇

15 〇
解剖生理学Ⅵ
Dissection
PhysiologyⅥ

人体の解剖・生理学的理解を基に、主として神経解剖に
ついて学ぶ。

1

年

後

30 (2) 〇 〇 〇

16 〇
解剖生理学Ⅶ
Dissection
PhysiologyⅦ

人体の解剖・生理学的理解を基に、主として循環器生理
について学ぶ。

1

年

後

30 (2) 〇 〇 〇

17 〇
機能解剖学
Functional
Anatomy

上肢を中心とした、人体の運動機能を、解剖学の筋の作
用等を学ぶことで理解を深める。

2

年

後

30 (2) 〇 〇 〇

18 〇
人間発達学

Human
Development

人間に対する理解の基礎とし、各段階における身体と運
動機能の発達、知的・心理的・社会的発達、人格の発達
を学ぶ。

2

年

前

30 (2) 〇 〇 〇

19 〇 運動学
Kinematics

人体の解剖・生理学的理解を基に、人体の運動器の正常
運動特性について学ぶ。

2

年

前

30 (2) 〇 〇 〇

20 〇
運動学実習
Kinematics
Practice

運動学で学んだ正常運動の特性を基に動作分析の視点か
らヒトの運動学的理解を習得する。

3

年

前

30 (1) 〇 〇 〇

21 〇
医学総論
Medical

introduction

栄養・救急救命・予防の基礎の観点からヒトの健康につ
いて学ぶ。

1

年

前

30 (2) 〇 〇 〇

22 〇

一般臨床医学
General
clinical
medicine

病理学・臨床薬理学の基礎について学び、生体の病的障
害の原因、成立過程、薬物の人体への影響に関する知識
を習得する。

2

年

前

30 (2) 〇 〇 〇 〇

23 〇
臨床心理学
Clinical

Psychology

臨床心理学の対象と方法、心理機能の異常、心理的適
応、心理療法、カウンセリングの理論と技法等を学ぶ。

2

年

後

30 (2) 〇 〇 〇

24 〇
内科学

Internal
Medicine

臨床医学の面から基礎的医学知識を整理し、各臓器・組
織系統の疾患や、病因、診断、治療についての概要を学
ぶ。

2

年

後

30 (2) 〇 〇 〇

25 〇

神経内科学
Neurological
Internal
Medicine

神経症候学、神経内科、脳神経外科領域でみられる疾
患・障害の基礎的知識について学ぶ。

2

年

後

30 (2) 〇 〇 〇

26 〇 整形外科学
Orthopedic

外科系臨床医学で、骨・関節・筋・靭帯・末梢神経等、
運動器疾患を扱う分野の各病態、診断や治療、予後等の
概要を学ぶ。

2

年

後

30 (2) 〇 〇 〇

27 〇 小児科学
Pediatrics

小児の成長・発達と小児によくみられる各種疾患などの
基礎的特異性を学ぶ。

2

年

後

30 (2) 〇 〇 〇

授業科目等の概要

#REF!
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携



28 〇
精神医学

Psychiatric
Medicine

行動観察と症状の把握、治療者と患者の心理的関係など
多次元的側面から精神疾患について理解する。

2

年

前

30 (2) 〇 〇 〇

29 〇
ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ概論
Compendium of
Rehabilitation

リハビリテーションの定義、歴史、目的をはじめ、チー
ムアプローチの在り方、対象者理解、職業理解を進め
る。

1

年

前

30 (2) 〇 〇 〇 〇

30 〇
ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ医学
Rehabilitation

Medicine

リハビリテーションの対象となる主たる疾患の理解とリ
ハビリテーション介入の基本について学ぶ。

2

年

前

30 (2) 〇 〇 〇

31 〇
職業関連技術論
Job-related

Skill
就労支援のための職業前評価・訓練について学ぶ。

4

年

前

15 (1) 〇 〇 〇

32 〇
作業療法概論Ⅰ

Compendium of
Occupational Therapy

Ⅰ

作業療法の基本的理解及び実践に向けて、基本的知識・
思考力、実践能力及び態度を身につける。

1

年

後

30 (2) △ 〇 〇 〇

33 〇
作業療法概論Ⅱ

Compendium of
Occupational Therapy

Ⅱ

作業療法の理論、管理運営、研究、倫理的理解及び作業療法実践
に向けて、基本的知識・思考力、実践能力及び態度を身につけ
る。

2

年

前

30 (2) △ 〇 〇 〇

34 〇
作業療法概論Ⅲ

Compendium of
Occupational Therapy

Ⅲ

臨床事例を用い、作業療法の実践的側面の理解を深め
る。

2

年

後

15 (1) △ 〇 〇 〇

35 〇

基礎作業療法学
実習
Basic

Occupational
Therapy

作業療法の治療手段としての様々な作業活動を通して、
基礎的知識・技術を習得し、治療的応用を身につける。

2

年

前

30 (1) △ 〇 〇 〇

36 〇

基礎作業療法学
Basic

Occupational
Therapy

学問としての作業治療学成立の歴史的背景や構造などの
基礎知識と作業分析や指導法などの基礎技法を学ぶ。

2

年

後

30 (2) 〇 〇 〇

37 〇

作業療法研究法
Ⅰ

Occupational
Therapy

Research Method
Ⅰ

卒業論文作成に向けて研究の必要性、研究デザインの考
え方を学び、研究計画書の作成を行う。

3

年

後

30 (2) △ 〇 〇 〇

38 〇

作業療法研究法
Ⅱ

Occupational
Therapy

Research Method
Ⅱ

研究計画書を基に実験、データの収集、集計、処理及び
結果の解釈を経て、論文作成、発表を行う。

4

年

前
30 (2) △ 〇 〇 〇

39 〇

作業療法管理学
Management of
Occupational

Therapy

各種保険制度を学ぶ。また、職場管理、作業療法教育に
おける後輩指導など作業療法士としての職業倫理を高め
る。

3

年

前

30 (2) 〇 〇 〇

40 〇

作業療法評価学実
習Ⅰ

Evaluation
Studies Practice

Ⅰ

作業療法評価の基本的概念の理解及び主に関節可動域測
定・徒手筋力検査を解剖生理学の知識と結びつけ理解を
深める。

1

年

後

30 (1) 〇 〇 〇 〇 〇

41 〇

作業療法評価学実
習Ⅱ

Evaluation
Studies Practice

Ⅱ

面接法・観察法及び形態測定、バイタルサイン、感覚検
査など作業療法評価に必要な技術を学ぶ。

3

年

前

30 (1) 〇 〇 〇 〇

42 〇

作業療法評価学実
習Ⅲ

Evaluation
Studies Practice

Ⅲ

作業療法評価学及び作業療法評価学実習Ⅰ～Ⅱで学んだ
知識・技術・態度を統合し、実践で求められる評価能力
を学ぶ。

3

年

後

60 (2) 〇 〇 〇

43 〇

作業療法評価学演
習

Evaluation
Studies

歩行動画や画像情報をもとにした演習を通じ、生活行為
の問題となる原因を評価できる技術を学ぶ。

2

年

後

30 (2) 〇 〇 〇

44 〇
作業療法評価学

Evaluation
Studies

作業療法評価の実践のため、評価計画立案、統合と解
釈、治療計画立案など演習を通じて学ぶ。

3

年

前

30 (2) 〇 〇 〇

45 〇

高次脳機能障害治
療学

Occupational Therapy
for Cognitive
Dysfunction

中枢疾患に重要な高次脳機能の概念や評価、治療の基本
を習得する。

3

年

前

30 (2) 〇 〇 〇

46 〇
老年期障害治療学
Occupational Therapy
for Elderly Disabled

老年期の特性を知り、老年期を迎える対象者への作業療
法治療を習得する。

3

年

前

30 (2) 〇 〇 〇

47 〇

身体障害治療学
Ⅰ

Occupational Therapy
for Physically
Disabled Ⅰ

主に中枢疾患などの身体障害に対する作業療法評価、治
療を習得する。

3

年

前

30 (2) 〇 〇 〇

48 〇

身体障害治療学
Ⅱ

Occupational Therapy
for Physically
Disabled Ⅱ

主に整形外科疾患、難病などの身体障害に対する作業療
法評価、治療を習得する。

3

年

後

30 (2) 〇 〇 〇

49 〇

精神障害治療学
Ⅰ

Occupational Therapy
for Mentally Disabled

Ⅰ

精神疾患における作業療法評価法、治療法の基本的な考
え方について習得する。

3

年

前

30 (2) 〇 〇 〇

50 〇

精神障害治療学
Ⅱ

Occupational Therapy
for Mentally Disabled

Ⅱ

各精神疾患に対する具体的な評価、治療方法について実
践的に学ぶ。

3

年

後

30 (2) 〇 〇 〇

51 〇
発達障害治療学
Occupational Therapy
for Developmental

Disability

発達障害に対する作業療法治療を習得する。

3

年

後

30 (2) 〇 〇 〇

52 〇
日常生活活動学
Activities of
Daily Living

対象者に発生する日常生活活動の問題や課題に対する分
析力を習得する。

3

年

後

30 (2) 〇 〇 〇

53 〇

作業療法技術論
Occupational

Therapy
Technology

代償機能・適応機能の基礎知識・技術として、義肢装
具、リハビリテーション関連機器や家屋改造、日常生活
活動を学ぶ。

3

年

後

30 (2) 〇 〇 〇

54 〇

作業療法総合実
習

Occupational Therapy
Comprehensive

Practice

臨床実践に対応すべく実践的な能力について学内実習を
通じて総合的に学ぶ。

4

年

前

30 (1) 〇 〇 〇

55 〇
作業療法特論

Special
Lecture

最近の情勢の変化に対応すべく先進的な実践の学習及び
臨床実習・国家試験に対応する実践的学習を行う。

4

年

後

30 (2) 〇 〇 〇

56 〇
作業療法総合演習Ⅰ

Occupational Therapy
Integrated Study Ⅰ

少人数ゼミ形式などを利用し、生活習慣・学習習慣の確
立を目指し、主体的学習態度の育成を目指す。

1

年

前

30 (2) △ 〇 〇 〇

57 〇
作業療法総合演習Ⅱ

Occupational Therapy
Integrated Study Ⅱ

少人数ゼミ形式などを利用し、自己の客観的理解、主体
的学習態度の育成を目指す。

2

年

前

30 (2) △ 〇 〇 〇



58 〇
作業療法総合演習Ⅲ

Occupational Therapy
Integrated Study Ⅲ

少人数ゼミ形式などを利用し、後輩育成を通じて、主体
的学習態度の育成を目指す。

3

年

前

30 (2) △ 〇 〇 〇

59 〇

地域作業療法学
Occupational
Therapy for
Community

地域における作業療法の理解を深め、地域作業療法実践
の基盤を築く。

3

年

前

30 (2) 〇 〇 〇 〇

60 〇
地域医療論
Regional
Medicine

地域医療の法的理解、地域医療のシステム理解、実践例
を通じて地域医療の理解を深める。

4

年

前

30 (2) 〇 〇 〇

61 〇
見学実習

Educational
Visit

実習指導者の下で作業療法場面を見学し、対人援助職と
しての基礎能力及び作業療法の基礎的知識・技術・態度
について学ぶ。

2

年

前

90 (2) 〇 〇 〇 〇

62 〇
地域実習
Regional
training

実際の現場において地域医療における作業療法士に求め
られる役割や地域包括ケアシステムについて学ぶ。

3

年

前

45 (1) 〇 〇 〇 〇

63 〇
評価実習

Evaluation
training

実際の現場にて指導者の指導の下、症例を担当し、評価
計画の立案、評価の実施を行い、治療計画立案までを行
う。

3

年

後

225 (5) 〇 〇 〇 〇

64 〇
総合臨床実習

Integrated Bed
Side Learning

実際の現場にて指導者の指導の下、症例を担当し、評
価・治療実施を行い、作業療法を総合的かつ実践的に学
ぶ。

4

年

前

前

後

900 (20) 〇 〇 〇 〇

65 〇

国家試験演習Ⅰ
Seminar for
National

Examination Ⅰ

国家試験受験に向けて学習習慣、学習方法の確立を目指
す。

1

年

後

30 (2) △ 〇 〇 〇

66 〇

国家試験演習Ⅱ
Seminar for
National

Examination Ⅱ

国家試験受験に向けて、ノート作成、協同学習の仕方な
ど実践的な学習方法を身につける。

2

年

後

30 (2) △ 〇 〇 〇

67 〇

国家試験演習Ⅲ
Seminar for
National

Examination Ⅲ

国家試験受験に向けて、問題演習などを行い、基礎科
目・専門基礎科目と専門科目を結びつけて理解を深め
る。

3

年

後

30 (2) △ 〇 〇 〇

68 〇

国家試験演習Ⅳ
Seminar for
National

Examination Ⅳ

これまでの総復習を行い、国家試験合格に向けて出題の
傾向と対策を分析し、実力の向上を図る。

4

年

前

30 (2) △ 〇 〇 〇

69 〇

国家試験演習Ⅴ
Seminar for
National

Examination Ⅴ

これまでの総復習を行い、国家試験合格に向けて出題の
傾向と対策を分析し、実力の向上を図る。

4

年

後

90 (6) △ 〇 〇 〇

70 〇

国際医療福祉
International

Medical
Welfare

異文化に触れることで、医療・福祉の現状、技術につい
て学び、今後の作業療法士のあるべき姿についての思考
を深める。

4

年

前

30 (1) 〇 〇 〇

71 〇

福祉住環境論Ⅰ
Science of
Welfare

Residential
Environment Ⅰ

在宅における生活障害に対し、住環境的側面からの作業
療法アプローチの視点を習得する。

3

年

前

30 (2) 〇 〇 〇

72 〇

福祉住環境論Ⅱ
Science of
Welfare

Residential
Environment Ⅱ

在宅における生活障害に対し、住環境的側面からの作業
療法アプローチの視点を習得する。

3

年

後

30 (2) 〇 〇 〇

72

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

１学年の学期区分

１学期の授業期間

（留意事項）

2期

15週

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

卒業要件：
全ての単位を履修していること。出席率は、出席すべき日数の９０％以
上であること。これらの条件に加え、卒業判定委員会にて卒業を許可さ
れること。

履修方法： 自由選択3科目以外、配置された科目は全て必修である。

合計 科目 156 単位（3300単位時間）


